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薬剤部よりお知らせ

アプレピタント製剤の導入
世界で汎用されている制吐剤、ニューロキニン1(NKl)措抗薬であるアプレピタント (商品名イメン
ドカプセル)がようや<日本にも導入されました。現在はセット製品が臨時採用されており、電子力
ルテ「セット展開」を使用すると処方しやす<なつております。積極的な処方をご検討<ださい6
この薬斉」は遅発性の悪心 00匠吐にも有効で、ASCOのガイドラインにも記載されています。1日 目に125mgカ プセノレを、2日 目と
3日 目に80mgカプセルを5-H丁3措抗薬と併用して内服します。なおデキサメサゾンとの併用時にはデキサメサゾンを減量するこ
とが推奨されています。またCYP3A4により代謝される抗癌剤 (ドセタキセル、パクリタキセル、エ トポシド、イリノテカン、イ
ホスフアミド、イマチニブ、ビノレルビン、ビンブラスチン、ビンクリスチンなど)やワルフアリンと相互作用がありますのでご
留意<ださい。詳細は添付文書を参照して<ださい。

薬品名称変更に伴うレジメンシステムマスタの修正
レジメンシステムマスタの変更対象薬品は、下記いずれも新名称8品です。

日‖

デカドロン注射液 2mgO.5mL
デカドロン注射液 8rng2mL
トポテシン注 40mg
トポテシン注 1 00rng

タキソテール注 20rng

タキソテール注 80mg
シスプラチン注 10mg「マルコ」
シスプラチン注 50rng「マルコ」

変更後

デカドロン注射液 1。65mg
デカドロン注射液 6.6mg
トポテシン点滴静注 40mg
トポテシン点滴静注 100mg
タキソテール点滴静注 20rng

タキソテール点滴静注 80mg
シスプラチン点滴静注 10mg「マルコ」
シスプラチン点滴静注 50mg 「マルコ」

1月 8日 に対象薬品の変更を行つております。1月 12日以降のレジメンシステム入力については、新名
称薬品で入力して<ださい。また、デカ ドロン注射液については、含量表記も変更となるのでオーダー
時にご注意<ださい。既に入つているオーダーは修正済みです。

<12月の外来化学療法センター利用状況> 利用者数  220名
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骨軟部  2月 15日 (月 ) 18時

医療従事者を対象に、各臓器別に診療科横断的な

腫瘍カンフアランスを定期的に開催しております。

医療従事者であればどなたでも出席できます。

呼吸器 。悪性リンパ1重・頭頸部・消イヒ器について

は後日お矢□らせいたします。

臨床腫瘍セミす 一ヽ開催案内

～ 医療と憲者のすき間を埋める取り組み ～
演題 :「がん哲学 &がん哲学外来 ～医療の懸け橋～」
講師 :順天堂大学医学病理・腫瘍学
教授 樋野 興夫 先生

日時 三平成22年 1月 19日 (火)18時～19時
場所 :第二臨床講義室
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